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　グローバル社会の中で大学のグローバル対応力とそれに伴う人材養成力の強化が求められている。千葉大学は「常
により高きものを目指して」と言う教育理念実現のためにA）文理融合のよる学際的な教育・研究の推進，B）世界
的教育研究拠点を形成し得る分野の高度化を推進，C）地域および国際社会に開かれた大学への改革により次世代の
グローバルリーダー養成を推進している。平成26年度より取組む文部科学省大学教育再生加速プログラムAPタイプ
III（高大接続）において次世代才能スキップアッププログラムを開発し，展開している。理系に強い千葉大学の特長
を生かす理系グローバル人材養成力強化の取り組みである。高校生が大学の学びを体感する体系的科学実験「基礎力
養成講座」，さらにやる気と能力がある高校生に向けた課題研究支援「G-スキッパー」，グローバル力養成のための国
際研究発表会，留学生派遣事業よりなる。この取り組みは千葉大学が全学体制で取り組むものであり，大学教育改革
の中で大学の教育，入試，高大接続の改革を連動して行うものである。
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１.大学教育改革の必要性
　文部科学省の方針に示されるように，世界がグローバ
ル化を進める中で科学・技術立国を目指す日本にとって
優秀な理系グローバル人材養成は今後の持続的発展に不
可欠である。一方でグローバル化に伴い人材の流動化が
進行し，教育におけるグローバル化も進んでいる。この
中で日本の大学が国際的競争力を保ち，人材を輩出し続
けるための改革が急務となってきている⑴。また，「教
育再生の実現には，教育を集大成し社会につなぐ大学の
役割が決定的に重要である。現在，社会において求めら
れる人材は高度化・多様化しており，大学は待ったなし
で改革に取り組み，若者の能力を最大限に伸ばし，社会
の期待に応える必要があることから，これまで以上に教
育内容を充実させ，学生が徹底して学ぶことのできる環
境を整備することが急務である。そのため，これまでの
GP 事業等により実施された教育改革に関する実績を踏
まえた上で，教育再生実行会議等で示された新たな方針
に対して取り組む大学を支援することにより，改革を加
速させる必要がある」とされている⑵。さらに，この改
革の流れの基本方針となる教育再生実行会議の第四次提
言では「世界は，グローバル化が急速に進展し，人や物，
情報等が国境を越えて行き交う大競争の中にあります。
日本が将来にわたって国際社会で信頼，尊敬され，存在
感を発揮しつつ発展していくためには，世界を舞台に挑
戦する主体性と創造性，豊かな人間性を持った多様な人
材が，社会の様々な分野で活躍することが求められます。
また，少子・高齢化の進展に伴い，生産年齢人口が大幅
に減少していく中で，経済成長を持続していくには，イ
ノベーションの創出を活性化させるとともに，人材の質
を飛躍的に高めていく必要があります」とされ，その方
策のひとつとして，「第三次提言を踏まえ，大学は，海
外の大学との連携，外国語による授業の増加，留学生の
派遣・受入れや外国人教員の受入れの拡充等によりグ
ローバル人材の育成を進める。また，産業構造等の変化
に対応した理工系人材や技術と経営を俯瞰できる人材な
どイノベーション創出を担う人材や，地域に貢献する人
材を育成するための教育プログラムの実施や産学官の連
携等を進める」ことが提案されている⑶。さらに，これ
を実現するための方策として「国，地方公共団体，大学
及び高等学校は，高等学校関係者と大学関係者の間で互
いの教育目標や教育内容，方法等についての相互理解を
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図るため，様々な協議を行うとともに，教員の交流を深
めるなど，その機会の拡大を図る。また，外国語教育な
どにおいて，高等学校より前の段階からの連携の強化に
も取り組む」，また，「国，地方公共団体，大学及び高等
学校は，高校生を対象とした大学レベルの教育機会の提
供（大学教員や社会人が高等学校に出向いて行う授業や
大学の授業公開，アドバンストプレイスメントの実施等）
について，ICT 等も活用しつつ推進する。大学は，こ
うした学習成果を大学入学者選抜や大学での単位認定に
も反映する。特に，スーパーサイエンスハイスクールや
スーパーグローバルハイスクール等の高等学校において，
高大連携プログラムの導入を大幅に促進する。国は，こ
うした取組を積極的に支援する。高等学校段階の内容の
補習を大学において行う必要性が減少するよう，各大学
が入学者に求める学力について高等学校へ情報提供を行
うことや，高等学校と大学の協力により大学入学前の準
備教育を実施することなど，高大連携を充実させる」こ
とが求められている⑶。
　これを受け，文部科学省では大学教育再生加速プログ
ラム（AP）（図１，⑷）を実施している。現在，テーマI「ア
クティブ・ラーニング」，テーマII「学修成果の可視化」，
テーマI,II複合型，テーマIII「入試改革・高大接続」採
択46校，テーマIV「長期学外学修プログラム（ギャッ
プイヤー）」採択12校，テーマV「卒業時における質保
証の取組の強化」採択19校，の大学，短期大学および高
等専門学校がそれぞれのテーマを中心に教育改革を推進
している。
２.千葉大学のこれまでの取り組み
　千葉大学は「常により高きものを目指して」という教
育理念実現のために 🄐 文理融合のよる学際的な教育・
研究の推進，🄑 世界的教育研究拠点を形成し得る分野
の高度化を推進，🄒 地域および国際社会に開かれた大
学への改革により次世代のグローバルリーダー養成を推
進している。
　この教育・研究力強化の一環として，またスーパーグ
ローバル大学⑸として全学体制でのグローバル人材育成
プログラムを実施し，グローバル社会に求められる新し
い価値の創造を目指している。このなかで文理融合教育
を推進する国際教養学部を設置し，グローバル時代に適
応し，リーダーとして世界で活躍する人材養成を目指し
ている。さらに全学レベルでの人材養成力強化のために，
個性を重視する教育として大学教育へのアクティブ・ラー
ニングの積極的導入を進めておりアカデミック・リンク・
センターは学習コンテンツ，共用空間，人的支援の３本
柱により，学生の自学自習の精神を育む大きな推進力と
なっている。このように教育再生実行会議の提言にも示
図１．大学教育再生加速プログラムの概略（文部科学省HPより引用）
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ローバル人材育成プログラムを実施し、グローバ
ル社会に求められる新しい価値の創造を目指して
いる。このなかで文理融合教育を推進する国際教
養学部を設置し、グローバル時代に適応し、リー
ダーとして世界で活躍する人材養成を目指してい
る。さらに全学レベルでの人材養成力強化のため
に、個性を重視する教育として大学教育へのアク
ティブ・ラーニングの積極的導入を進めておりア
カデミック・リンク・センターは学習コンテンツ、
共用空間、人的支援の 3 本柱により、学生の自学
自習の精神を育む大きな推進力となっている。こ
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されたように人材養成は単に大学のみの教育改革
により改善されるわけではない（６）。このため高
大一貫での教育体制構築により更なる人材養成力
強化が求められている。このため千葉大学は高大
連携強化の取り組みを通してグローバルな教育・
研究拠点としての役割の強化を進めている。 
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された，さまざまな大学教育改革を迅速に進めている。
一方で，高大接続システム改革会議において示されたよ
うに人材養成は単に大学のみの教育改革により改善され
るわけではない⑹。このため高大一貫での教育体制構築
により更なる人材養成力強化が求められている。これを
受け千葉大学は高大連携強化の取組みを通してグローバ
ルな教育・研究拠点としての役割の強化を進めている。
　千葉大学では「高大連携と中高校生を対象とした早期
からのグローバルな能力を持つ理系出る杭人材育成」を
推進し，高大接続および「出る杭」高校生の学びの支援
を積極的に行ってきた。教育学部，先進科学センターお
よび高大連携専門部会が平成20年より実施してきた「未
来の科学者養成講座」，「次世代科学者育成プログラム」
ではパーソナルディスクラボ（PDL）を活用すること
で，国際物理，生物オリンピックでメダル受賞者を出す
など具体的な成果を上げている⑺。さらに３年前より中
高校生理系グローバル人材養成を開始し，グローバルに
科学教育を推進する文部科学省大学の世界展開力強化事
業「ツインクル」プログラムとの連携により，中高校生
向け「英語での実験講座」を定期開催するとともに，毎
年高校生のための国際研究発表会を年３回開催している
⑻。これに加えてシンガポール国立教育研究所，チュラ
ロンコン大学理学部・教育学部，カセサート大学教育学
部等との連携による科学・理科教育研究を精力的に進め，
科学・技術人材をグローバル人材としての視点から選抜・
養成する様々な手立てを準備している。
　これら取組みを基に，平成26年度から千葉大学では
APプロジェクトによる高大連携強化により，双方のカ
リキュラム改革を通してシームレス接続の実現を目指し
ている。そしてこの成果としてグローバル理系人材のよ
り早期からの育成とAP教育活動に基づく新たな選抜を
開発することで大学教育の高度化の推進を目指している。
３.千葉大学におけるAP「次世代才能スキップ
アッププログラム」の基本理念と取組み
　千葉大学がAPの中で開発し展開している ｢次世代才
能スキップアップ｣ プログラムは大学全体の教育改革と
連動しており，本プログラムでの高校生の早期発掘およ
び育成により，千葉大学が目指す人材養成にマッチした
生徒を高大連携で育成することで，大学の人材育成力を
強化するものである（図２）。特に，高大連携での理系
研究・技術・教育人材の発掘と養成を目指すとともに将
来，次世代のグローバル理系人材として国際舞台で活躍
していくために必要なグローバルコミュニケーション力
の実践的伸長を目指すものである。これらにより，自分
の研究やアイデアを科学的に表現・アピールする力を身
につけ，さらに同じ研究分野に取り組む仲間との出会い
た早期からのグローバルな能力を持つ理系出る杭
人材育成」を推進し、高大接続および「出る杭」高
校生の学びの支援を積極的に行ってきた。教育学
部、先進科学センターおよび高大連携専門部会が
平成 20 年より実施してきた「未来の科学者養成講
座、次世代科学者育成プログラム」ではパーソナ
ルディスクラボ（PDL）を活用することで、国際物
理、生物オリンピッ でメダル受賞者を出すなど
具体的な成果を上げている（７）。さらに 3年前よ
り中高校生理系グローバル人材養成を開始し、グ
ローバルに科学教育を推進する文部科学省大学の
世界展開力強化事業「ツインクル」プログラムと
の連携により、中高校生向け「英語での実験講座」
を定期開催するとともに、毎年３月には高校生国
際研究発表会を開催している(８)。さらにシンガ
ポール国立教育研究所、チュラロンコン大学理学
部・教育学部、カセサート大学教育学部等との連
携による科学・理科教育研究を精力的に進め、科
学・技術人材をグローバル人材としての視点から
選抜・養成する様々な手立てを準備している。 
これら取り組みに加え、平成２６年度から千葉
大学では AP プロジェクトによる高大連携強化に
より、双方のカリキュラム改革を通してシームレ
ス接続の実現を目指している。そしてこの成果
してグローバル理系人材のより早期からの育成と
AP教育活動に基づく新たな選抜を開発することで
大学教育の高度化の推進を目指している。 
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を通じて，互いに切磋琢磨しながら真摯に研究に打ち込
む姿勢を育成することを目的としている。
　このために本プログラムでは次に挙げる３点を重点的
に実施している。
①グローバルな視点を持った理系人材養成
②大学レベルの高度な科学教育プログラム開発・実施
③高大連携での千葉県全域のスーパーサイエンスハイス
クール（SSH）化である。
　この３点を実現するために本プログラムの活動は大き
く３つの柱よりなっている（図２）。これは（a）高校生
に対し，大学の教養レベルの学習内容を体感させること
で大学での学びを理解し，進学への動機付けを促進す
る「基礎力養成講座」，（b）高校生の探究活動を支援す
るとともに早期からのグローバルリーダーとしての理系
出る杭人材の発掘と養成を目指す「課題研究重点支援」，
（c）高校のグローバル化教育を支援する，千葉大学の留
学生及び海外研究者を活用した「グローバル教育支援活
動」，である。
（a）基礎力養成講座
　次世代スキップアッププログラムは，高校の科目の枠
組み捉らえにくい大学での総合的な学びを実感してもら
うことを目的として開発している。このため高校生が
持っていると考えられる先入観や知識不足を補うととも
に，早期に大学での学びに触れることで進学意欲を高め
学修への動機付けを強化することを狙っている。このた
め，高校生に対し高校の学びの中では想像しにくい分野
を中心に高校生が大学の学びを実感できるカリキュラム
開発を進めている。
　千葉大学は10学部中，６学部が理系，２学部が文理融
合，残り２学部も文学部の中の行動科学科や法政経学部
における経済学コースなど理系学科を含んでおり，総合
的に理系に強い大学としての特徴を持っている。した
がって，非常に多彩な理系の学びが可能である。このた
め次世代才能スキップアッププログラムでは千葉大学の
理系分野をその特徴から「健康・医療」「テクノロジー」
「総合サイエンス」「園芸学」の４分野に分け，講座を実
施している。年間６～８講座を開講し，通年を通して受
講するコース生と，特に興味を持っている講座に参加す
るオープン生に分け募集をおこなっている。
　スキップアップ講座は実験を主体とし，大学の幅広い
学びを，高校生に示し，学修と進学への動機付けを強化
するものである。したがってこれら次世代スキップアッ
プで開発する授業は，講義主体の従来型ではなく，大学
での学びを実感する実験主体のアクティブ・ラーニング
型体験授業として開発している。そして「基礎力養成講
座」は大学教養レベルの実験実習内容を中心としている。
これは高校では物・化・生・地という括りになっている
理科教育や数学，技術，家庭科などの分野枠を横断する
大学での多岐にわたる学びを理解することを目指してい
る。さらに工学部のデザイン学科などを代表とするさま
ざまな複合的領域の学問など，高校生の学びからは想像
しにくい領域への理解を進め，より的確な進路選択を可
能とすることを一つの目的にしている。例えば千葉大学
が得意とするデザインを学ぶ講座も単に工業デザインで
はなく環境デザインや生活デザインなど多岐に渡る学問
領域があることを体感するものとなっている。また，学
問領域は，それぞれ独立しているわけではなく，例えば
生物学といえどもその根底には熱力学の知識が必須であ
るなど，各領域に渡る学問であることへの気づきをもた
らすことも重要な目的である。生命科学系の取組みの一
例として魚の筋肉から抽出したタンパク質の多様性をも
とに進化樹系図を作成し，その結果をもとに，グループ
内でのダイバーシティについて討議・考察するものとなっ
ている。すなわち，高校までの結果の決まった実習を目
指すのではなく，それぞれのレベルや観察力・注意力に
よって多少の誤差が生まれるような実験系で，科学とい
うものがいかにして構築されていくのかを，考察とディ
スカッションにより実感できるものとしている。このよ
うにカリキュラム研究の実践を通して高大接続の強化を
進めている。
したがってこのプログラムを通して，高大接続型の個の
指導に適応する才能あふれる学生が進学することが期待
できる。
（b）課題研究重点支援
　探求学修の核となる課題研究は，自ら考え，実行し，
発信していく人材養成を進める千葉大学の教育にマッチ
する人材を養成する上で効果的であると考えられてい
る⑺。このため「課題研究重点支援」は自ら立案した課
題を受講生が大学の設備などを使用して実施するもので
ある。大学教員及び院生・学部生の指導のもと実験手技
を習得するとともに課題研究を通して，高大接続改革プ
ロジェクトチームが定義する「学力の３要素」を習得す
るものである⑹。このコースはSSH活動や総合の時間
などでの探究活動に対し大学がモデルとなる教育活動を
高校側に提示することを目的としたものであり，受講し
ている高校生の学びを通して高校教員の探究活動に対す
る意識改革を進めることも狙いの中に含まれている。し
たがって受講生には修了時に英語でのポスター発表を行
うことを義務付けている。
（c）グローバル教育支援活動
　「グローバル教育支援活動」は高校が取り組んでいる
グローバル教育を支援するとともに，高校教員との協働
活動により，より密接な関係を築くための手がかりとし
て非常に有効な活動である。
　政府の方針に基づき，高校では盛んに高校生のグロー
バル教育が行われており，SSH校の海外派遣プログラム
や高校生による英語ポスタープレゼンテーションが各地
で開催されている。しかし，現実には高校生同士は日本
語で討論しているなどグローバル化教育としての効果は
限定的であった。このため本プログラムではスーパーグ
ローバル大学としての千葉大学の教育リソースを高校生
のために活用し，より実効的な活動となるように支援し
ている。本プログラムの中では高校への留学生派遣によ
る科学教育活動の支援，年３回の国際研究発表会開催を
行っている。これにより高校生も国内にいながら英語に
よる発表と討議の機会を得ることができ，英語での発表
への心理的ハードルが下がり，積極的に取り組むとの指
摘が高校教員から寄せられている。この活動はASEAN
諸国の大学および高校教員にも新鮮であり，日本の高校
との交流の希望が多く寄せられており，本科学教育コン
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ソーシアム内での国際交流活性化へ向けて発展している。
４．プログラム実施体制
　「次世代才能スキップアップ」プログラム開発実施の
ための体制作りを進めた（図３）。前述のように，すで
に本学では高大連携に関する取組みを長年にわたり行っ
ている。これらの活動を統合し，さらに国際的なコンソー
シアムへと発展させることでプログラム実施を可能とした。
（a）学内体制
　学内体制としては〔G-スキッパー〕養成のための様々
なプログラムを一括管理するための組織として高等教育
研究機構に「次世代才能支援室」を設置し，ここが中心
となり全学組織としてプログラムを推進している。
（b）千葉県全域を含む関東圏科学教育コンソーシアム
形成
　本プログラムを効率よく運用し，千葉大学の理系総合
大学としての特徴と千葉県が持つ教育リソースを最大限
に生かす体制となっている。すなわち，千葉大学と近隣
都県を含む県下の高校，教育委員会が連携することで
高大連携コンソーシアム「全県域SSH体制」を創出し
た。現在，プログラム参加校は千葉県内にとどまらず東
京を含め37校となり，活動の範囲が拡大している。これ
によりSSH校以外でも生徒がSSH活動に準じた教育を
受ける機会が生み出されている。さらに県内高校を中心
とする重要拠点には戦略的にWeb会議システムを導入し，
緊密な連絡・情報共有体制を構築している。これは「次
世代才能スキップアップ」プログラム実施の基盤として
地域の科学人材育成力を強化に繋がっている。特に高校
の教員の異動により，高大で構築した緊密な連携関係が
年度をまたぐことで消滅しがちであったが，定期的に話
し合いを行うことで引継ぎを含め，毎年の活動がスムー
ズに行われるようになり，教員間での情報共有が可能に
なってきている。
　毎年度末にコンソーシアム加盟高校に呼びかけ，千葉
大学においてAPに関する課題要望について討議するコ
ンソーシアム全体会議を開催している。この場で提案さ
れた課題や目標については，次世代才能支援室内で討議
し，後日，Web会議等により高校側に提案し，討議す
る体制を構築した。　
　さらに次世代才能支援室は高大連携支援室と協働し，
県域の学校を広く訪問し，APプログラムについての周
知を図っている。その他にも（A）千葉県高等学校教育
研究会（理科部会・数学部会・情報教育部会・地理部会・
ESD研究部会），（B）千葉県工業系高大連携推進委員会，
（C）工業系高校人材育成コンソーシアム千葉，（D）高
大接続カリキュラム開発連絡協議会（工学部と市立千葉
高等学校との高大接続事業）に参加し，意見交換を進め，
関係を強化している。
（c）グローバル教育体制
　千葉大学‐ASEAN主要大学・高校によるグローバ
ル科学教育推進「ツインクルコンソーシアム」と協働す
ることで，千葉大学，千葉県，ASEANを繋ぐ科学教育
グローバル協働コンソーシアムが拡大した（9，10）。こ
れにより海外教育機関と協働したグローバル人材養成プ
ログラムの開発が可能になり，日本の高校生のグローバ
図３．次世代才能スキップアッププログラムの実施体制
系総合大学としての特徴と千葉県が持つ教育リ
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プログラム実施の基盤として地域の科学人材育成
力を強化に繋がっている。特に高校の教員の異動
により、高大で構築した緊密な連携関係が年度を
またぐことで消滅しがちであったが、定期的に話
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スムーズに行われるようになり、教員間での情報
共有が可能になってきている。 
毎年度末にコンソーシアム加盟高校に呼びかけ、
千葉大学において AP に関する課題要望について
討議するコンソーシアム全体会議を開催している。
この場で提案された課題や目標については、次世
代才能室内で討議 、後日、Web 会議等により高校
側に提案し、討議する体制を構築した。  
さらに次世代才能支援室は高大連携支援室と
協働し、県域の学校を広く訪問し、AP プログラム
についての周知を図っている。その他にも（A）千
葉県高等学校教育研究会（理科部会・数学部会・情
報教育部会・地理部会・ESD 研究部会）、（B）千葉
県工業系高大連携推進委員会、（C）工業系高校人
材育成コンソーシアム千葉、（D）高大接続カリキ
ュラム開発連絡協議会（工学部と市立千葉高等学
校との高大接続事業）に参加し、意見交換を進め、
図３． 次世代才能スキップアッププログラムの実施体制 
文部科学省大学教育改革加速プログラムタイプⅢ（高大接続）に基づく千葉大学の教育改革
－189－
ル化支援体制が構築できた。
（ｄ）高校との協働
　高校教員との連携での教育活動として，本プログラム
では高校教員が共同して授業を進めている。特にグロー
バル化支援活動においては，高校教員が積極的に関わる
形で事業が推進されている。まず高校で参加生徒に対す
る発表前の指導や動機付け強化が行われる。さらに大学
教員からも高校での指導に関する支援が行われており，
高大教員の積極的な協働体制を生み出す活動として重要
であると認識している。高校生の発表会参加時には大学
において大学教員と高校教員がさまざまな形で高校生の
発表を支援している。さらに，高校教員と大学教員のコ
ラボレーション授業の開発も目指している。
　昨年度は高大協働のアクティブ・ラーニング授業とし
て，教員と高校生がチームとなって未来について討議す
る授業を開発した。この授業では日本の高校教員，大学
教員，ASEAN連携大学教員・高校教員のチームを作り，
ここに高校生グループを配置し実施した。まず高校生に
未来の社会を描かせ，この絵をもとにASEAN教員が高
校生にインタビューを行い，高校生が考えた言葉を拾った。
この言葉を使いKJ法により発表を行った。当初，ハー
ドルが高すぎるのではという危惧が持たれたが，すでに
３回のAP国際研究発表会を経ていた高校生は，この授
業を受けるに十分な能力を持っていた。このように，協
働授業の成果は着実に上がっており，高校からも参加の
要望が増している。
５．今後の展開
（a）取組みの千葉県外への波及
　当初，千葉県内の高校を主な対象として活動を進めて
きたが，東京，神奈川など近隣都県に加え静岡からも参
加者があるなど，活動が広く浸透していることをうかが
わせる結果となっている。現在も千葉県外の高校からも
問い合わせがあり，興味関心を持たれている。
（b）入試改革との連動〜スキップアッププログラムの
活用〜
　本プロジェクトは高大接続改革であり，入試改革では
ないが，高大接続を実効性のあるものとするには今後入
試との連動は重要である。現在，千葉大学では全学体制
で新型入試への移行を準備しており，これにともない多
様な才能を確保するための方策を準備している。APの
活用もこの改革における重要な検討事項となっている。
特にAPプログラムで開発中のスキップアッププログラ
ムの２段階選抜システムをいかに活用するかについて検
討している。現在，教育学部AO入試への活用がすでに
行われており，次世代スキップアッププログラム修了者
が自己推薦書において積極的にアピールすることを明記
している。また，園芸学部入試として２段階選抜を活用
したAO入試を開発中であり，運用が平成28年度より開
始されている。今後さらに千葉大学が平成10年度より取
り組む，早期入学・早期卒業のシステムを活用すること
でより多くのグローバル理系人材の育成を推進する計画
である。
６．まとめ
　本プログラムは平成26年度より開始された。平成29年
度に中間評価が行われ，本学のプログラムの進捗状況は
「S」と評価された⑾。この評価を受け今後さらに活動
の充実を図るとともに，支援終了後の体制に向けての改
革を進める計画である。
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